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第○学年 図画工作科学習指導案（例）

○年○組 ○○名

授業者 ○ ○ ○ ○

授業場 ○○○○

は解説・留意事項

１ 題材名 ○○○ 「造形遊び Ａ表現（１）ア，（２）ア，Ｂ鑑賞（１）ア

共通事項（１）ア，（１）イ」

題材名は，指導のねらいを焦点化して，達成目標が児童にわかりやすく，興味

・関心をひくものにする。または，「ならべてならべて」のように中心的な活動

を示すものや「もしも雲にのったら」のように発想のきっかけを示すものにする。

(例）「木でつくろう」→ 「木から生まれるどうぶつたち」

「花をかこう」 → 「不思議な世界の花をかこう 」

この題材でどのような資質や能力を養うのか，どのような視点から設定したの

かを明確にし，次の内容から記述する。

①題材観（学習指導要領の教科目標や学年目標，年間指導計画，他題材の学習

内容との関連，評価計画における題材の位置づけ，教材の特性，学

校行事や地域の季節的行事，他教科や道徳・特活・総合的な学習の

時間等との関連,「題材を実施する価値」を説明する。）

②児童観（児童のこれまでの造形活動の経験，教材に対する傾向や調査結果,一

般的な学年の発達,予想される児童の学習活動等を説明する。）

③指導観（指導で特に重視することや学習形態の工夫，その他の配慮事項など，

これまでの学習の成果と課題を踏まえた上での授業改善の工夫,児童

のよさや可能性を生かす工夫や手立てを説明する。例えば，「友達

との交流を図るためにグループ活動を取り入れる」，「のびのびと思

いのままに表現させたいので，運動場で実施する」等を書く。）

２ 題材の目標
学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説，児童の実態，前題材までの学習状

況を踏まえて，題材の目標を作成し設定する。また，題材の目標と評価規準との整

合性を図る。

(1) ○○○○○○○○○○○○ ○○○感じが分かるとともに，○○○○○○○○○○○

○○○○○工夫して表す。 （知識及び技能）

※前半が「知識」の目標，後半が「技能」の目標とするか，それぞれ分けて示す。

(2) ○○を生かしながら，どのように表すかについて考えるとともに，○○○○○○○

○○○○自分の見方や感じ方を広げる。 （思考力，判断力，表現力等）

※各学年の目標及び「内容」を参考に題材に即して具体的に示す。

(3) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○しようとする。

（学びに向かう力，人間性等）

３ 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

文末「～している」 文末「～している」 文末「～しようとしている」

３（１）に対応し，知識と技能をそ

れぞれ分けた場合は，それぞれ

に対応した評価規準を書く。

３（２）に対応し，それぞれ分けた

場合は，それぞれに対応した評

価規準を書く。

３（３）に対応した評価規準を書く。

当該学年の「観点の趣旨」を踏ま

え作成する。
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題材についての評価規準は，国立教育政策研究所教育課程研究センターの「『指

導と評価一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校）令和２年３月」

に示されている第２編の各教科における「内容のまとまりごとの評価規準」を作

成するための手順」や ,第３編の「題材の評価基準の作成のポイント」から「題材

の評価規準」を導き出す。

評価規準の文末表現は，「おおむね満足できる」状況（B）を実現した児童の姿

を想定した「～しようとしている」「～している」などの表現にする。

４ 指導計画（○時間 本時○／○）

（評価計画を含めて書く。「『指導と評価一体化』のための学習価に関する参考

資料」を参考にする。）

時 ねらい・学習活動 評価の 評価方法等間 観点

・○○どのように表すかについ 知 ○ ・○○に着目している様子を観察
て考える。 する。

（観察，作品）
１

・○○しながら表したいことを 思 ◎ ・○○をどのように表すか考えて
２ 見付ける。 いる様子を観察する，問いかけ

(発想や る，作品を見るなどして学習状
構想) 況を把握し，記録に残す。

（観察，対話，ワークシート）

３ ・○○するなど，表し方を工夫 技 ○ ・○○を工夫して表している様子
して表す。 を観察し，指導に生かす。

（観察，対話，作品）

・友人と互いの作品を見合いよ 思 ◎ ・自分や友人の作品を見て，よさ
６ さや面白さ，表したいこと， や面白さ，表し方の工夫などに

いろいろな表し方について感 (鑑賞) ついて感じ取り，話し合ってい

じ取ったり考えたりし，見方 る様子を観察する，問いかける，

や感じ方を広げる。 作品カードを見るなどして学習

状況を把握し，記録に残す。

（観察，対話，作品カード）

態 ◎ ・活動全体を通して把握する。

（観察，対話，作品）

○題材の評価規準に照らして，適宜，児童の学習状況を把握し指導に生かす。

◎題材の評価規準に照らして，全員の学習状況を把握し記録に残す。
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５ 本 時

(1)目 標

本時の具体的目標を児童の行動目標で書く。

（「～する。」等）

(2)展 開

時間 学習活動 指導上の留意事項
学習活動における

評価方法
具体の評価規準

○分 １本時の活動への意 本時の活動のめあ
欲をもち，本時の を確認させる。
めあてをつかむ。

本時のめあて（～しよう。 ～を感じ取ろう。等）
※本時で何をどのように学ぶのか，見通しがもてるめあてを
示す。

２＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊ 「おおむね満足でき （例）
＊＊＊＊つくる。 ＊＊＊＊促す。 る」と判断される状 観察

※児童の活動内容に 教師が特に配慮す 況を書く。 対話
ついて書く。 る点について記述 作品

（文末表記例） する。
～する。 製作・用具・材料 ○○を働かせ，表し
～知る。 などの活用に関す たいことに合わせて表
～表す。等 る注意点，他教科 し方を工夫して表して

・他の題材との関 いる。 【技能】
連などを記入す
る。
文末表記例） ○○について，感じ
～させる。 ～促す。 取 と っ た り 考 え た り
～準備しておく。 し，自分の見方や感じ

方を広げている。
【思考 ･判断 ･表 現（鑑
賞）】

(3)評価及び指導の例

「十分満足できる」と判断される状況
「おおむね満足できる」状況よりも質的

に高まった状況を実現している児童の姿
．．．．

を具体的に想定して，記述する。
．．．．．

「おおむね満足できる」状況を実現する 指導の手だてを具体的に想定して，記述
．．．．．．

ための具体的な指導 する。

「本時の目標」や「題材の評価

規準」との整合性を図ること。

３観点の中の１～２つに設定し

た方が，ねらいが明確になり，

適切な評価が可能になる。

「題材の目標」「学習活動における具体の

評価規準」との整合性を図ること。


